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1 はじめに

1.1 背景

デジタルメディアの普及とともに，インターネット上の

情報を，論文やレポートの参考文献として掲載するケース

が増えてきた．しかし，本や雑誌などの出版物と違い，イ

ンターネット上の情報は，永続的なアクセス可能性に問題

がある．時間をおいて再度アクセスしようとしても，既に

ページが消されていたり，ページが書き換えられてしまっ

ているため，同じ情報が手に入らない場合がある．

特に競争の激しい研究分野においてはWebで研究成果

を発表したときに誰が最初にその情報を掲載したかが争

点となることがある [1]．しかし，ある情報を誰が最初に

発信したのかを特定するためには，その情報の出現日時を

明確にする必要がある．

これらの問題は，情報を時系列順にバックアップしてい

き，後で参照できるシステムがあれば解決できる．実際に

インターネット黎明期よりWeb情報のバックアップとい

う試みは行われている．本研究ではWebページのデータ

のコピーをキャッシュと定義した．

1996 年に設立された Internet Archive という団体は，

インターネット上の情報をコピーしておくことで後で参

照できるようにしたWayback Machine と呼ばれるシス

テム（http://www.archive.org/web/web.php）を運営し

ている．このシステムにWebページの URLを指定する

と，そのページが過去どのようなものであったかを時系列

順に表示する仕組みになっている．

ウェブ魚拓（http://megalodon.jp/）は URLを指定す

るとそのページのコピーが当該Webサービスのサーバに

保存され，あとで参照できるようにするサービスである．

しかし，このWebサービスでは，ユーザが指定したペー

ジしかコピーされないため，後になって必要であることが

分かったページに関しては復元できない．

日本の国会図書館でもWebアーカイブ事業を行ってい
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る [2]．しかし，公的機関のWebサイトに関しては自動で

データを収集するが，一般のWebサイトに関しては許可

を得た場合のみデータを収集するため，一般のユーザは限

定的にしかWebアーカイブのメリットを享受できない．

2 目的

本研究では，ネットワーク分散型の Web アーカイブ

手法について提案し，そのプロトタイプシステムを開発

する．

前項で述べた Internet Archiveでは，Webクローラ (自

動的に URLにアクセスしてデータを取得してくるロボッ

ト) を用いてキャッシュを収集し，収集されたデータは

Internet Archiveのシステム内に保存される．

これに対して，本研究で提案するシステムは，人が実際

に閲覧したWebページをもとにキャッシュを収集し，収

集されたデータはその時利用された端末内に保存される．

つまり個々の端末がWebアーカイブのための分散データ

ベースのためのノードとなる．

3 手法

本研究で提案するシステムの概念は図 1 のように表さ

れる．
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図 1 システム概念図

図 1では，ノード AがWebサイト Xにアクセスしよ

うとしているが，ファイルが見つからなかった状況を表し

ている．ノード B は，以前Web サイト X にアクセスし

たことがあり，その時のキャッシュを持っている．そこで

ノード Aがノード Bからキャッシュを受け取れば，サイ

ト Xを閲覧できるようになる．

このように各ノードが取得したキャッシュを共有する
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ネットワークが成立する．しかし，ユーザが閲覧したペー

ジをそのままキャッシュとして保存してしまうと，その

キャッシュにプライバシー情報が含まれてしまう危険が

ある．そこで，個々のノードのプライバシー情報をキャッ

シュしないようにするため，プライバシー情報を削除した

通信で URLに再アクセスする．つまり，無料でかつ認証

なしで取得できた情報のみがキャッシュされる仕組みに

なっている．

3.1 ページのアーカイビングと復元

3.1.1 ページのアーカイビング

ユーザがWebページを閲覧するとシステムがそのURL

を取得する．前述のように，システムはプライバシー情報

を削除し，再び同じ URLにアクセスする．その際に得ら

れたデータをローカルファイルシステムに保存し，ロー

カルデータベースにキャッシュのメタ情報 (URL・取得

日時・コンテンツタイプ・ファイルシステム上での格納

ディレクトリ) を記録する．その後，中央サーバ（後述）

にキャッシュしたことを通知する．

3.1.2 ページの復元

ページを復元したいときは，そのページの URLを中央

サーバに問い合わせる．そのページのキャッシュ情報が

あれば，それを返す．キャッシュ情報を受け取ったノード

（図 1のノード A）は，そこに記録されたノード（図 1の

ノード B）にキャッシュを要求する．ローカルデータベー

スからキャッシュを復元し，要求元のノードに送信する．

4 システム構成

本研究では図 2 のような機能構成でクライアントソフ

トを実装した．
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図 2 システム構成図

4.1 データの保存機能

図 2中 1の Proxyはユーザ端末上のプロキシサーバと

して機能し，ブラウザからの HTTPリクエストを受け取

る．Proxy はブラウザからの HTTP リクエストを 2 の

Storageに渡す．Storageはそのときにリクエストに含ま

れていた Authorizationヘッダや Cookieヘッダ等のプラ

イバシー情報を削除し，再度 URL にアクセスする．そ

して，キャッシュをローカルファイルシステム上に保存

し，3の Local Databaseを更新する．最後に 5のCentral

Server にキャッシュ情報を送信するとデータの保存が完

成する．

4.2 データの送信機能

図中の Other Nodesから過去のキャッシュに関して問

い合わせがあった場合，4の Reception機能が 3の Local

Dabase よりキャッシュのメタ情報を検索し，該当する

ファイルをファイルシステムから取得する．そのデータ

を Other Nodesに返し，データの送信が完了する．

5 考察

Web アーカイブに関しては著作権問題をはじめ，多く

の問題を抱えており様々な議論がなされている [3]．

インターネット上でWebサイトを公開した人物がその

メディアを削除したとしても，Web アーカイブシステム

が既に収集しデータをコピーしている可能性も考えられ

る．これに対し，Internet Archiveは，パブリックアクセ

スで得られたデータのため，問題ないと解釈している．こ

れらのデータは著作者が削除申請をすればアーカイブを

削除するとしている．

他にもホームページの最新のものだけを表示させたく，

古いものは表示させたくないという人がいるかもしれな

い．これに対して Internet Archiveは日付順に表示させ，

それを見るユーザにその情報がアーカイブであることを

認識してもらえば問題ないとしている．

これらの問題に関しては，インターネットを使うユーザ

のネチケットに依存してくるのではないだろうか．Web

アーカイブのメリットをより多くの人が肯定するように

なるとさらなる発展が考えられる．

6 おわりに

本研究では，ネットワーク分散型のWebアーカイブ方

法について提案した．従来の Internet Archiveと違い，人

が見たページをキャッシュし，分散して管理することによ

り，データの収集量および，システムの可用性が高まった

といえる．
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